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三角アレー送信側SSPによるコヒーレント波の相関抑圧特性
Decorrelation performance of multipath coherent waves by using transmitting SSP with a triangular array
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1まえがき

マルチパス環境において,直接波と壁などに反射した

マルチパス波は相関が高く,それらの入射波をMUSICfl】
法で到来方向推定するためには.相関抑圧処理を施す必

要がある・送信側SSP[2】は,半波長程度離れたアンテナ
から送信された独立な信号を利用する相関抑圧手法であ

る.本報告では,送信アンテナに三角アレ-を用いた三
角アレ-送信側SSPの抑圧特性を評価する.なお,本報
告では送信アンテナを直線に配召した従来の送信側SSP
を直線アレ-送信側SSPと呼ぶ.

2　三角アレー送信側SSP

三角アレ-送信側SSPは, 3本の送信アンテナを正三
角形に配訳し,それぞれから独立な信号を送信すること

によりマルチパス波と直接波の相関を抑圧する手法であ
る.三角アレ-送信側SSPによる実効相関係数を示す.
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ここで, △dは送信アレ-の素子間隔, 9¥, O。はそれぞ

れ直接波と反射波の到来角を表す.式(1)において,三
角アレ-送信側SSPと直線アレ-送信側sspは,第3

項が異なる・図1に,壁の傾き角(∈)を600とした場合
の実効相関係数の理論値を示す.図1より,直線アレ-

送信側SSPでは送信アンテナの素子数によって値が変
化するが,直接波到来角β　>40cの場合,相関係数は
ほぼ0.9以上である.一方,三角アレ-送信側SSPは,

同角度領域においてもβ < 0.8で相関抑圧効果が大きい
ことが分かる.

3　シミュレーション

表1に示すパラメータを用いて直線アレ-送信側SSP

と三角アレ-送信側SSPそれぞれの手法により相関抑
圧処理を施し, MUSIC法を用いて到来方向を推定する.

図2に示すシミュレーション結果より.三角アレ-送信
側sspを用いると入射方向にピークが立ち2波の推定が
行われていることが分かる.これは,直線アレ-送信側

SSPで抑圧困難である角度領域では,同手法において素
子数を増やしても相関抑圧効果が小さいが,三角アレ-

送信側SSPにより改善可能であることを表している.
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マルチパス環境における相関抑圧手法として,三角ア
レ-送信側sspの特性について述べた.従来の直線ア
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表1シミュレーションパラメータ

レ-送信側SSPにおいて相関抑圧困難な角度領域にお

いて,素子数が等しくても三角アレ-配置にすることで.

相関抑圧効果が大きくなることを示した.
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図1実効相関係数の理論値(02 -0-)

図2 MUSICスペクトル(Oi-50c、h-0-)
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